
第 5 部 染 

第 25 話：思わぬ誤算 

 宙敬 in 美貴子は、路子 in 宙敬の言われた通り、一人部屋で待機していた。しばらくする

と、そこへ路子が戻って来た。路子の表情は明るかった。 

路子：「上手く行ったわよ。」 

宙敬 in 美貴子：「路子なのか？？」 

路子：「ええ…」 

 

宙敬 in 美貴子：「ということは、俺のカラダには美貴子さんが入っているのか…それにし

てもよく美貴子さんの隙をついて入れ替われたな。」 

路子：「元のあたしのカラダだからね。気持ち良くさせてあげて、それからね。」 

 路子は、得意げに答えた。 

宙敬 in 美貴子：「よし、それじゃあ計画通り、俺が路子と入れ替わるとするか。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



路子：「ちょっと待って！最後に美貴子さんのカラダで快感を味わってみたら？あたしの

カラダになったら経験できなくなるんだし。」 

宙敬 in 美貴子：「…そうか、じゃあ…」 

 宙敬 in 美貴子は、一人でオナニーをするつもりなのか、その場を立ち去り、部屋で下着

姿となっていた。その背後から路子が近づき、胸を鷲掴みにする… 

 

宙敬 in 美貴子：「はうっ…」 

 不意を突かれた宙敬 in 路子は、ぴくんっと反応すると、顔を赤らめ、振り返って路子を

見た。仕草も本人が意識せずとも女性らしさが漂っている… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路子：「可愛い反応ね。男が入っているとは思えないわ。」 

宙敬 in 美貴子：「路子？何だか雰囲気が…？？」 

路子：「ちょっと待っててね。あたしが気持ち良くさせてあげる💕」 

 路子は、そう言うと一度部屋を出て行き、戻って来たときには、衣装が変わっていた。 



宙敬 in 美貴子：「どうしたんだ…着替えたりして…」 

路子：「この方がヒロ君も興奮するかと思って…いいからあたしに任せて💕」 

 路子は、宙敬 in 美貴子の服を脱がせ、椅子に座らせると、しゃがみ込んで太もも、胸、

おしり…と優しく撫でた。宙敬 in 美貴子は、溜まらず声を漏らし、小刻みに震えた。 

路子：「女性のカラダの気持ち良いところは、わたしが一番良くわかっているから💕」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宙敬 in 美貴子：「路子…俺は…」 

 宙敬 in 美貴子は、路子を懇願するような眼で見た。 

路子：「最後に美貴子さんのカラダで気持ち良くなりたいんだね。いいよ💕」 

 路子は、再び宙敬 in 美貴子のカラダを慰め始めた。今度は激しく… 

 

宙敬 in 美貴子：「あ…ああ…いい…美貴子さんのカラダ…」 

 宙敬 in 美貴子は、全身に押し寄せる快感を享受し始めていた… 

路子？：「うふふ💕気に入ってくれて嬉しいわ、わたしのカラダ💕」 

宙敬 in 美貴子：「ん…わたしの？？路子？…あ…まさか！…」 



第 26 話：2 人に宿る魂 

 快感に身を任せる宙敬 in 美貴子の前に美貴子が乗り移っているはずの宙敬が姿を現した。 

宙敬？：「待って！…ヒロ君！そのまま逝っちゃったらダメなの…」 

 しかし美貴子がこんなことを言うなんておかしい…路子もいつもと違うような… 

路子？：「突然入ってきて、何を言っているの？美貴子さん…」 

宙敬 in 美貴子：「路子…じゃない？もしかして…俺のカラダにいるのが路子なのか…」 

 

路子？：「あらあら…しょうがないわね…わたしのカラダでそんなに求めるなんて💕」 

 宙敬 in 美貴子は、目の前の路子が美貴子であると感じながらも、スイッチが入ったオン

ナの肉体から押し寄せる情動に逆らうことができず、自ら股を大きく開き求め始めていた。

路子は、宙敬 in 美貴子のショーツに手を入れ、既に濡れ濡れになっていた秘所に指をずぼ

っと入れて行くと…その指をきゅーっと宙敬の膣がきつく締め付けた！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路子？：「いい締めつけね…宙敬君なら女の子としてやっていけそうだわ💕」 

宙敬 in 美貴子：「美貴子さんのこのカラダは借り物で…俺は…路子になる…のに…」 

路子？：「こんなことをして説得力が全然ないんだけど…このままいたいんじゃない？」 



宙敬 in 美貴子：「…頭で止めなきゃってわかっててもカラダが求めてしまう…💕」 

 宙敬 in 美貴子は、必死に快感に耐えて逝くのを我慢していたが、路子？の巧みな指使い

に弄ばれて、ついに…ぷしゅ～💕美貴子の股間から激しく愛液が吹き上がった！ 

宙敬 in 美貴子：「あ…ああ…もう…ダメだ…俺…ん…あうっ…あ…ああ～ん💕」 

 宙敬は、幸せに満ちた美貴子の顔で果てた…そして残された二人は… 

 

宙敬？：「これで 4 回目…わたしが 2 回、美貴子ちゃんが 2 回逝かせてあげたから次が最

後ね…でもまさか路子ちゃんがわたしの提案を受け入れてくれるとは思わなかったわ。」 

路子？：「魂が固定される前にヒロ君になりたいって、美貴子さんがお願いするから…」 

 さきほどまで、路子？のカラダにいると思われた美貴子、宙敬のカラダにいると思われた

いた路子がまるでそうではなかったかのように話し出した。 

 

路子？：「美貴子さんにさせなら…ってあたしがやりましたけど、これであたしのカラダ

をヒロ君に、ヒロ君のカラダをあたしに、美貴子さんは元のカラダに戻るんですよね？」 

宙敬？：「ええ…次の性感で魂が固定されなかったら、わたしが直接楽しみたかったけどね。」 

 美貴子も本来の口調に戻って続きを話し始めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 27 話：路子の誤算 

路子：「美貴子さんのフリをするのは、恥ずかしかったケド…満足したでしょうか…」 

 路子は、恥ずかしがりながら答えた。 

美貴子 in 宙敬：「満足したわ💕本当にわたしが路子ちゃんに乗り移っているみたいで興奮

した…でも…もう 1 回くらいこのカラダで気持ち良くなりたいかな～💕」 

 美貴子 in 宙敬は、身をくねらせながら路子へ向けておしりを突き出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路子：「そんな風にあたしを誘惑してもダメですよ！ヒロ君のカラダは、美貴子さんが 3

回、あたしが 1 回乗り移ったまま逝ってるから、次、美貴子さんが逝っちゃうと、美貴子

さんの魂がヒロ君のカラダに固定されちゃいます…」 

 路子がやきもきしながら制した。 

 

美貴子 in 宙敬：「回数制限があるなんてね…こんなことなら、もっとこのカラダで楽しんで

おけば良かったわ～💕」 



 美貴子は、宙敬のおしりをふりふりとさせて、路子に見せつけた。溜まらず路子は、名前

を入力し宙敬の手を握った！お互いの意識がふわふわとして…抜き取られれるような感覚

と共に新しい肉体の感覚となった。自分のカラダを確認する 2 人… 

路子 in 宙敬：「もう！危なく誘惑されるところでした…美貴子さんだってずっとヒロ君のカ

ラダにいたい訳じゃないでしょ！」 

 

 先ほどまで妖艶に振舞っていた宙敬に路子が乗り移ったことで、しっかり者のお姉さん

のような雰囲気に変わった。 

美貴子 in 路子：「うふ…自分の姿に惹かれちゃうなんて…」 

 美貴子 in 路子は、そう言いながら手を伸ばし路子 in 宙敬のおしりをむぎゅっと掴んだ！ 

路子 in 宙敬：「きゃあ！…何するんですか！！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



美貴子 in 路子：「気持ちいいでしょ💕女の子にこんなことをされたらなおさら…」 

 今度は、路子が妖艶な表情となって、目の前にいる男を誘っている… 

路子 in 宙敬：「あたしの顔でそんな表情をしないで…」 

 もみもみもみ…宙敬のおしりが路子の柔らかい手によって揉みしだかれていく… 

 

美貴子 in 路子：「焦らないで…路子ちゃんだって感じて来てるでしょ？」 

路子 in 宙敬：「あたしじゃない…ヒロ君だっておしりが性感帯ではなかったから…美貴子さ

んが…」 

美貴子 in 路子：「わたしは何もしなかったわよ。あらあら…もう我慢汁が出てる💕」 

 

 傍目に見ると、彼女である路子が彼氏の宙敬を攻め、宙敬がそれに耐えながら悶えている

…不自然なことではないのだが、カラダに宿っているのは、本人ではなく、女同士なのであ

る…惹かれ合う心とカラダが違和感を打ち消していた… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


